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《人ロの動き》

8月1日現在
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ウ蝋
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　　　麟

織灘難講
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曵

麟

男3，033（±O）女3，058（＋1）計6，091（＋1）

出生4　死亡3　転入10　転出10

　　　　　灘灘

　　繋購
　　　　　　闘　　　　　　ぐし　　　　　　
　　　　　輔

　　　瀧轟
舞　　　　　雌　’
　　　　　　　　　　
　　　　　　11睡灘

世帯数1，676（一1）
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欝
、
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，
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9
覧

曝
野
・
、縣
顯
　

　
　
．
襲
　
、
幽
p

蓑
懸
　
．

　
　
　
灘

棚
　
’

・
　
府
、

、
’
滑

．
欝

耀瓢
　鞭鞭欝一一灘鶏

量

　　　琳

　　藍　灘懸譲
　
　
お㌔

灘

籍
躍
欝
難

　
　
萎
麟

韓
嚢
繋
．

雛

松代やぶこざきの会

きのこ園まつりを開催

　
松
代
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
（
会
長
小

野
島
哲
雄
、
会
貝
1
6
名
）
が
8
月
1
7

日
㈲
第
一
回
の
き
の
こ
園
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

　
き
の
こ
園
（
芝
峠
き
の
こ
園
）
は

県
道
松
代
、
岡
野
町
線
と
ほ
ぼ
平
行

に
獅
m
ほ
ど
入
っ
た
標
高
卿
m
の
と

こ
ろ
に
あ
る
。

　
四
囲
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
、
魚

沼
三
山
の
雄
姿
、
谷
川
連
峰
、
苗
場

山
に
頸
城
三
山
が
望
ま
れ
、
黒
姫
山
、

米
山
と
つ
づ
く
…
。

　
園
は
、
約
3
、
0
0
0
㎡
が
整
地
さ

れ
、
電
気
、
水
道
、
ト
イ
レ
が
完
備

し
た
管
理
小
屋
も
完
成
し
、
キ
ャ
ン

プ
や
、
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
；
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
午
前
9
時
か
ら
は
、
町
内
老
人
ク

ラ
ブ
4
チ
ー
ム
（
50
名
）
に
よ
る
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
静

か
な
森
に
ボ
ー
ル
を
た
た
く
音
が
、

響
い
て
い
た
。

　
1
0
時
か
ら
は
、
同
園
内
で
地
域
振

興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
浦
川

原
村
、
大
島
村
、
松
之
山
町
、
高
柳

町
の
地
域
お
こ
し
の
グ
ル
ー
プ
が
参

加
し
て
、
活
動
内
容
の
紹
介
や
、
今

後
の
地
域
お
こ
し
（
住
民
参
加
）
に

つ
い
て
熱
心
に
討
論
さ
れ
た
。
な
お

町
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
安
塚
高
校

松
之
山
分
校
高
橋
直
栄
先
生
、
町
内

外
か
ら
4
0
名
の
方
が
出
席
さ
れ
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
新
掘
芸
術
連
邦

響
和
国
（
一
行
1
0
名
大
島
村
）
に
よ

る
”
麗
し
き
わ
が
チ
ロ
ル
”
な
ど
の

曲
が
演
奏
さ
れ
、
参
加
し
た
鋤
名
の

耳
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
町
か
ら
は
、
秋
山
町
長
、
島
田
教

育
長
、
関
谷
産
業
課
長
、
高
橋
公
民

館
長
が
出
席
さ
れ
た
。

　
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
で
は
、
き
の
こ

を
主
体
に
（
面
積
3
㎞
）
さ
つ
ま
い

も
や
、
長
い
も
な
ど
の
観
光
農
園
を

始
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
別
荘
地
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
立
地
と
、
1
6
名
の
力
で
地
域

活
性
化
を
結
び
つ
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
会
沢
川
か
ら
の
ぼ
る
風
は
心
地
よ

い
、
空
に
は
鳶
が
気
持
よ
さ
そ
う
に

飛
ん
で
い
た
．

　
最
後
に
”
渋
海
川
エ
レ
ジ
ー
”
を

全
員
で
合
唱
し
た
。

　
日
暮
れ
の
小
路
を
並
ん
で
帰
る
・

●
　
●
　
。
。
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醤弊健
ミ韮康＿
ミ韮鍵一
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気薩妻
’一一

◆
が
ん
検
診
受
診
者
状
況
◆

　
胃
が
ん
検
診
　
　
鵬
人

　
子
宮
が
ん
検
診
　
圃
人

　
昨
年
よ
り
胃
が
ん
検
診
は
㎜
人
、

子
宮
が
ん
検
診
は
7
7
人
増
加
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
対
象
者
の
約

二
割
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

◆
が
ん
の
実
態
◆

　
が
ん
で
死
亡
す
る
人
の
数
は
年
々

ふ
え
て
い
ま
す
。
昭
和
57
年
で
は
、

全
国
で
亡
く
な
っ
た
人
の
4
人
に
1

人
は
が
ん
死
亡
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
当
分
ふ
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
が
ん
死
亡
の
増
加
の
最
大
の

原
因
は
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
延

長
を
反
映
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
が
ん

年
齢
層
」
の
人
口
が
増
加
し
て
き
た

こ
と
で
、
必
ら
ず
し
も
一
人
ひ
と
り

が
、
が
ん
で
死
亡
す
る
確
率
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
が
ん
は
年
齢
と
と
も
に
増
加
し
ま

す
。
死
亡
率
は
4
0
歳
こ
ろ
か
ら
高
く

な
り
は
じ
め
、
6
0
歳
こ
ろ
か
ら
急
に

上
昇
し
ま
す
。
が
ん
に
か
か
る
の
は

も
っ
と
早
く
か
ら
で
、
乳
が
ん
や
子

宮
頸
が
ん
は
30
歳
代
か
ら
ふ
え
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
が
ん
年
齢
は

女
性
で
は
30
歳
代
か
ら
、
男
性
で
は

40
歳
代
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。◆
症
状
を
あ
て
に
せ
ず

　
年
に
一
度
の
検
診
を
◆

　
初
期
の
が
ん
に
は
、
症
状
が
な
い

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
症
状
が
出

る
こ
ろ
に
は
、
手
遅
れ
と
い
う
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
症
状
が
出
る
の

を
待
っ
て
い
る
の
は
、
が
ん
の
育
つ

の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
が
ん
を
予
防
す
る
努
力
も
必
要
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
が
ん
に
な

ら
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
年
齢
に
達
し
た
ら
、
症
状
が
な

く
て
も
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
　
”
検
診
は
怖
く

な
い
。
受
け
な
い
人
に
は
「
怖
い
が

ん
」
が
あ
る
”
．

◆
が
ん
予
防
12
ヵ
条
◆

　
そ
れ
で
は
、
が
ん
の
予
防
に
役
立

つ
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
、
偏
食
を
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン
ス

　
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

2
、
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食
べ

　
な
い
。

3
、
食
べ
す
ぎ
を
避
け
る
。

4
、
深
酒
を
し
な
い
。
濃
い
酒
を
ス

　
ト
レ
ー
ト
で
は
飲
ま
な
い
。

5
、
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る
。

6
、
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
・
E

　
と
、
繊
維
質
を
多
く
と
る
。

7
、
塩
辛
い
も
の
を
大
量
に
食
べ
な

　
い
。
あ
ま
り
熱
い
も
の
を
飲
ま
な

　
い
よ
う
に
す
る
。

8
、
ひ
ど
く
焦
げ
た
も
の
は
食
べ
な

　
い
。

9
、
か
び
の
生
え
た
も
の
は
食
べ
な

　
い
。

10、

過
度
の
日
光
に
は
当
た
ら
な
い
。

n
、
過
労
は
避
け
る
。

12、

体
は
清
潔
に
保
つ
。

以
上
、
1
2
ヵ
条
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
が
ん
の
予
防
ば
か
り

で
は
な
く
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

の
基
本
原
則
と
も
言
え
ま
す
。
ぜ
ひ

実
行
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　
お
知
ら
せ

　
母
性
貧
血
検
査
の
結
果
通
知
が
な

い
方
は
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
あ
わ
せ
学
級

“
目
を
そ
ら
さ
な
い
で
！

　
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
”

　
日
時
　
9
月
2
日
（
月
）

内対場
容象所

午
後
7
時
3
0
分
か
ら

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

松
代
町
独
身
男
女

映
面
「
人
工
妊
娠
中
絶
」

講
義
「
人
工
妊
娠
中
絶
の
害
」

　
　
　
　
大
正
医
院
長

　
　
　
　
関
谷
甲
子
夫
先
生
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平チrム
　2連勝局る〆
山七六五四三ニ

イ：　｛立イ立｛立イ立｛立

奴
奈
川
チ
ー
ム

松
代
B
チ
ー
ム

松
代
A
チ
ー
ム

南峰伊
沢方部

チ
ー
ム

チ
U
ム

チ
ー
ム

三
七
五
点

三
三
二
点

三
三
〇
点

三
二
九
点

三
コ
点

二
七
八
点

　
「
町
民
の
融
和
と
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
八
月
四
日
、
第
6
回
町
民

体
育
祭
が
真
夏
日
の
松
代
町
総
合
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
目
は
町
民
総
参
加
と
あ
っ
て
役

員
、
選
手
応
援
団
二
千
五
百
人
に
の

ぽ
る
マ
ン
モ
ス
大
会
と
な
っ
た
。

　
「
町
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を

高
揚
し
、
体
位
を
向
上
し
健
康
の
維

持
、
増
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

次
代
を
荷
う
青
年
諸
君
は
も
と
よ
り
、

大
勢
の
町
民
の
方
々
が
元
気
に
参
加

さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
、
ま
た
頼
も

し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
ま
す
一
と
秋
山

町
長
の
あ
い
さ
つ
、
答
え
る
よ
う
に

井
上
太
平
（
寺
田
）
さ
ん
の
力
強
い

罰

藍撫覇雛難

盤
賑

　
　
　
　
　
華

奮
墾
・

難

譲
難
灘

選
手
宣
誓
で
十
八
競
技
種
目
に
よ
り

開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
町
を
背

負
う
児
童
生
徒
の
力
強
い
走
り
、
綱

，瀬麟灘

p
罐
、
撫
鰹

も
切
れ
ん
ば
か
り
の
怪
力
綱
引
き
、

ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
合
戦
も
花
を
そ
え

て
く
れ
ま
し
た
。
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　　　　　斜　　麟麟癖
　　　　　　　　　　　　灘鱒
井上太平さん（寺田）の選手宣誓

騒識灘難

灘鞘，、、

柳努くん（松代）の点火

購

　　．購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　講一講一灘削鵠撫
　　　　翻
　　　．鎚肇脚　鼎』

ボール運びり彪脳一松代Bテームが上手でした

　　　　　　　　　ノ　
船罰竸籍ただいま準備中、

代Bと山平が同点1位でした
灘

馨　鰹轡緬

．読書羅騒轟騨藻響舗陛た
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．
醗

　
泥
　
2

　
！
．
“

、
蕗

　
ガ

簾
轟
》
・

1位霧灘綴覇・．

綱引き講、準備蕨変で議

鰹

　　　　　　　　　　　　　　　，灘

a繍轟．

　　　　　　　　　　　　　憲、環濯

　　　　　織

　　輪の中蟹螺礁雛螺霧嚢
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羅懲麟．

鑛

繋

萎

　
　
騨

　
　
　
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　繊　　鵯纏
薄
，
触
庵 嚢

　　　鋤

き
灘、搬繋

馨

難，

，蟹雛

　
　
　
　
　
　
　
髄
、

雛

撒

鷺

　鞭齢惇
　縫　　聾

幼児膨一ス　　ー
元気にiカ》、っぱ難走りま膠だ。

南
部
チ
ー
ム
が
一
位
と
四
位

巌

馨
　
難 鞠望

響藍謹灘》
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響　
　
灘
≒

懸
繰
…
…

纏
懸
灘

測
灘
■
■
　
蝋
　
縫
烈
　
　
灘
顯
纒
翻
響
舗
　
　
　
　
　
　
鞍
灘
鐵
翻
翻
醐
鋼
翻
閣
．
．

　
　
　
　
　
　
　
難
蝋
鼓

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
懸
　
麟
』

　
　
　
　
　
　
　
　
職
灘

纏

囎
パ

いつも飲んでいるものと味がちがうな！
セットがみだれるわ！

織賑 臓顛ロ畷贈隔麟
　犠

囎

響

欝馨嬢

胃

　　　鱗

懸
，
灘 1
灘

轍

聯

　
織

父ちゃん、母ちゃん玉入競争

1位は峰方チームでした。

轟、

きまっています！松代Bチームの応援
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　　　　蝋螺雛聾議錘縫繋灘麟瀧馨鑛錘議難

　◆小、中学生400m　　　　　　．，　　　　．．　，　　　　　　　　　　　　　　蹴
　　リレー（女子）　磁．難・，
　　　　　　　　　鑛
◎1組目　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 澱

　1位奴奈川　チーム　　懸．，諜

　2位山平　
”

　　　　　　　　　　　　　　　　榊　3位伊沢　 〃

　4位松代B　，ノ　　・…　　　醒　　　　　　　醤・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5位松代A　　〃　　　　　：　　　　　　　照　　無　　　　　　職

　1接麟ll’・轟雛欝…拳・饗撫・順劃　謬・齢

　4位松代B　 〃

　5位松代A　 〃

　6位奴奈川　　〃　　　講　　　繊灘懸購灘　　綿『、　　　　　　轍』　　　1　　’
　7位峰方　　〃　　　　　　P』　蕪FP1　　　　　、、　　　一纈　、、、豊鵬、撫

藻
，
，

　　　　　　、幽轍鞭

毫灘葦講毫諄醐．．劉轟鱗　露懸躍嗣醐
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◎1組目

　1位松代A　チーム　　灘難
　2位峰方　 〃

　3位松代B　　〃　　　　　　　’、　ド　　　　襲
　4位山平　　〃　　　　　　　　　　　　『　『　　・、鐸
　5位奴奈川　〃　楚　薩．・　撚蝶　　1”臨蝉　6位伊沢〃　　遷、・、頸，一…、籔濯一
◎2潴南部”　、謝蓼一・　：縢　．、縄糊
　1位松代B　チーム　　．、・　・　　　　…　』　1’、’　　　、＿、
　2位山平　　〃　　　　　　　　　．　、撒
　　　　　　　　　革　P　　　　　　　P蒼　 1　　　　　　難1腿代会1　・蹴聾P灘　蝦鞭、』、、饗
　5位奴奈川　　〃
　6位伊沢　 〃

　　　　　　　　　　　　　　　難　7位南部　　〃　　　　　　　　　　鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　繊

　　　　’鞭灘謹一
　　　　　難
　　　　　聾・鍵．藝　聴

難
、鰻蕊轟轟

㈱
騨
　

欝
灘
臨
　
罎
懇

　
　
　
、
竃

、i騰灘
、

，
、
懲

懸
，

鯉

鱒
臨
、

灘
や
鞭　雛

譲

響

鯵

譲

麟

1繍㌧　　　　嚢

　　　灘　　鰯　　灘　難

　輔譲

き

断
懸
羅
講

　
鋒

鞍

嚢灘
霧　
撚

　
　

鋸
　
　
婁

馨

購

蒙

難

響螺》手
を
使
っ
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
よ
／

1
、
2
組
と
も
一
位
で
し
た

く
　
　
　
こ
れ
が
模
範
演
技
で
す
！

　
　
　
　
　
鴛
，
講

　
　
難
罷
、

纏
野
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　　　　リレー

◎1・組訂

　1位　松代A　チーム
　2位峰方二・〃
　3位・松代B　1〃
　』4位南部　〃．
　5位『山平　　〃
　6位・奴奈川　・〃

　7位伊1沢　　・〃

蕪

　プログラムNα17

　　　体育祭珍道中リレー

　　　　　！　　　　　〃
高校グランド∠　　4走

　　　　万　　　　」　ヒ／’、
・一」噺・玉蝋

館1
　　　　カコ　　 ソ
　　　　カサ　　ロ　　3走
　　　ジ臨スリノ

　　ヂ　招　　＼
　　　　　ニノ　集

　所　　 2走

』
織
繍

懸難臨

▲　体育祭珍道中の

　　　スタートです。

◎2組目

　1位山平チーム
　2位　奴奈川　　〃

　3イ立　イテ｝　沢　　　〃

　4位　松代B　　〃
　5位　松代A　　〃

　6位南部　〃
　7位峰方　　〃

“冷えた飲ものはおいしい？“味はわかりません
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“エーイッ

　こんな計算　　　》

チョロイ、チョロイ

ソロバンなんて

　　　いらない！“

護1

▼

蓼

纏灘

“飲むのはカンタンだけど　　》

　　入れるのはムズカシイワ“

一担ぐ人一　　　　》

　余裕しゃくしゃく

　なかなか

　　うまいもんじゃ

　　　　ないですか

一乗る人一

上を向いてるところは

　　　　コアラちゃん

ぶらさがっているとこ

　　ろは…・・…・？

蝋

蹴

囎鞠麟蓑

難
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蝋
訓

凝『

■饗一

自
熱
し
た

　
竸
技
を
き
さ
え
た

　
　
裏
方
さ
ん
た
ち

）　
　
　
灘

縫

難

藩
難

．
爆

p
姦
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、購慈

　　　懸．灘羅欝、
　　　　　　　　欄　　葦　黙
　　　　　　　　　鋸難　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　螺

　　　　　　　蝋
松代iのi力一獲・叢灘ス
　　　　轍

耀灘

　　　　　　　　　　　　　　　　き
勝利馨自指匿認猟膜2裟鑛羨
　　　　　　贈　　　　　　　　　灘藤難灘

　　努力を費えて

　　　表彰される

　　　　　奴奈川チーム，〉

　　　　　と

く伊沢チーム
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（
自
然
を
愛
す
る
人
）

ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト

の
育
成

松
代
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
高
校
教
諭
）

　
松
代
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が

活
動
を
は
じ
め
て
か
ら
9
年
目
に
は

い
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
ク

ラ
ブ
は
山
に
住
み
な
が
ら
山
を
知
ら

ぬ
子
供
達
を
再
び
大
自
然
に
よ
び
戻

し
、
郷
土
の
自
然
・
文
化
に
目
を
向

け
さ
せ
、
郷
土
の
在
り
方
や
自
然
の

保
護
を
考
え
、
た
く
ま
し
い
精
神
を

も
つ
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

自
然
観
察
と
い
う
科
学
的
方
法
を
と

お
し
て
自
分
達
の
住
む
松
代
の
よ
い

と
こ
ろ
を
再
発
見
し
よ
う
と
い
う
試

み
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
構
成
は
、
万
羽
卓
司
先

生
を
会
長
と
し
、
そ
の
下
に
活
動
母

体
で
あ
る
松
代
高
校
ヤ
ン
グ
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
置
き
、
そ
の
顧

問
及
び
高
校
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

子
供
達
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
活
動

は
年
4
回
程
度
の
自
然
観
察
会
を
行

い
、
そ
の
た
び
に
リ
ー
ダ
ー
達
が
綿

密
な
準
備
や
打
合
せ
を
し
て
、
子
供

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
よ
り
意
義
あ
る

も
の
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
子
供
達
を
指
導
し
て
わ
か

る
の
で
す
が
、
彼
ら
の
興
味
は
多
種

多
様
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
感
心

。一諫 じ鯉 ”龍 ，9詳
　ゐ，

’鰐
む醒

　、●
．響鐸

　ム
◆
、

一

●。　　’

げ
●
，

■

命

』
電 ・
。
ゆ

’　　　一

o

艦㌃．1

　　、　・b
ヤ、款畠、

㌧　　　餌

　　風
　　　■一
　
の

．贈・

｝、

〆一

、〆　　呼

1 ¢
『

隆
角
甲
∫

一 、　　野，
一、　　‘●

も

を
も
ち
ま
す
。
　
「
な
ぜ
？
。
ど
う
し

て
？
一
と
い
う
言
葉
が
す
ぐ
に
返
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た

興
味
・
感
心
は
、
そ
れ
に
答
え
て
く

れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
答
を
得

る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
と
す
ぐ
に
し

ぼ
ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。
私
が
高

藤
　
原
　
昌
　
晴

　
　
校
生
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
と

　
　
き
に
い
つ
も
言
う
こ
と
は
、
こ

　
　
う
し
た
子
供
達
の
興
味
・
感
心

　
　
を
大
切
に
育
て
て
い
く
よ
う
に

　
　
指
導
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
つ
ま
り
、
さ
り
げ
な
く
発
せ
ら

　
　
れ
た
疑
問
は
見
逃
が
さ
ず
に
取

　
　
り
あ
げ
、
わ
か
り
や
す
く
解
決

　
　
し
て
や
る
の
で
す
。
た
だ
し
、

　
　
そ
の
際
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
の
は
、
質
問
に
対
し

　
　
て
す
ぐ
に
答
え
を
出
さ
な
い
と

　
　
い
う
こ
と
で
す
。
高
校
生
が
小

　
　
学
生
に
何
か
を
教
え
る
場
合
、

　
　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
知
識
量
は

　
　
高
校
生
が
う
わ
ま
わ
っ
て
い
ま

　
　
す
か
ら
、
あ
っ
さ
り
と
答
え
る

　
　
こ
と
は
で
き
る
わ
け
で
す
。
し

　
　
か
し
、
こ
こ
で
一
歩
さ
が
っ
て
、

　
　
「
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
一
と
、
い

　
　
っ
し
ょ
に
な
っ
て
考
え
る
姿
勢

を
示
す
と
、
子
供
達
は
よ
り
い
っ
そ

う
問
題
意
識
を
も
っ
て
と
り
く
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
、
ち
ょ

っ
と
し
た
配
慮
が
、
彼
ら
の
向
上
心

を
育
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
子
供
達
が
や
る
気
を
起
さ

な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
彼

ら
の
興
味
・
感
心
が
こ
と
ご
と
く
、

し
ぼ
ん
で
ゆ
く
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
　
一
定
の
型
に
あ
て
は
ま

ら
な
け
れ
ば
優
等
生
に
な
れ
な
い
世

の
中
で
や
る
気
を
起
さ
せ
る
に
は
、

彼
ら
の
興
味
・
感
心
を
大
切
に
育
て
、

そ
れ
が
自
分
の
長
所
と
な
る
ま
で
に

成
長
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
自
然
を
愛

す
る
こ
と
も
大
事
な
長
所
の
ひ
と
つ

な
の
で
す
．

　
昨
年
か
ら
、
小
学
生
時
代
に
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
員
で
あ
っ
た
高

校
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
ク

ラ
ブ
か
ら
育
っ
た
子
供
達
が
次
の
世

代
の
小
学
生
を
指
導
し
て
い
る
姿
は

た
の
も
し
い
限
り
で
す
。
私
達
の
地

道
な
活
動
が
、
や
が
て
は
町
の
若
い

人
々
の
郷
土
に
対
す
る
強
い
愛
着
を

生
み
だ
し
、
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る

人
口
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
共
に
、

個
性
豊
か
な
郷
土
の
人
材
育
成
に
微

力
な
が
ら
助
成
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。　
松
代
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
、

こ
う
し
た
目
標
達
成

の
た
め
に
、
今
後
も

活
動
を
継
続
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

女
性
は
ス
ボ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
美
し
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
体
の
余
分
な
脂

肪
が
と
れ
る
か
ら
で
す
。

　
最
近
の
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
め

ざ
ま
し
い
勢
い
で
す
。
や
せ
る
た
め
、

健
康
の
た
め
…
…
と
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
種
目
で
女
性

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
記
録
的
に
は
女
性
の
ほ
う
が
劣
っ

て
い
る
と
の
印
象
を
受
け
ま
す
が
、

こ
れ
は
生
物
学
的
な
差
か
ら
く
る
も

の
で
あ
り
、
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
に
不

向
き
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
筋
肉

隆
々
に
な
る
の
で
は
…
…
と
心
配
す

る
人
も
い
ま
す
が
、
女
性
の
筋
肉
は

男
性
よ
り
も
厚
い
皮
下
脂
肪
組
織
に

包
ま
れ
て
い
る
た
め
、
硬
く
な
っ
た

り
は
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
体
の
余
分

な
脂
肪
が
と
れ
て
、
し
な
や
か
で
美

し
い
体
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は

女
性
に
と
っ
て
美
し
く
な
る
最
高
の

手
段
で
す
。
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今
日
の
よ
う
に
、
社
会
や
経
済
、

科
学
が
急
速
に
進
展
す
る
時
代
で
は
、

学
校
教
育
で
得
た
知
識
が
す
ぐ
に
古

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
学
校
で
習

わ
な
か
っ
た
技
術

が
新
し
く
開
発
さ

れ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時

代
に
な
る
と
、
学

校
教
育
の
あ
り
方

は
、
以
前
と
は
だ

い
ぶ
違
っ
た
も
の

に
な
る
で
し
ょ
う
。

学校教育①

　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
、
小
学
校

か
ら
高
等
学
校
に
か
け
て
の
学
校
教

育
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
定

の
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
る
だ
け

で
は
、
す
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
む

し
ろ
、
学
校
を
出
て
か
ら
も
学
び
続

け
る
意
欲
を
育
て
、
物
事
を
自
ら
進

ん
で
考
え
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
、

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

学
習
へ
の
意
欲
は

　
　
　
　
　
　
知
的
好
奇
心
か
ら

わ
た
し
た
ち
は
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
中
で
も
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
続
け
る
た
め

に
必
要
な
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
学
習
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と

●
学
習
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

　
で
は
、
学
習
へ
の
意
欲
は
何
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
各
人
の
知
的
好
奇
心
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
人
は
、
た
え
ず
何
か
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
目
新
し
い
こ
と
に
接
し

て
驚
い
た
り
、
今
ま
で
の
自
分
の
理

自
己
教
育
力
を

伸
ば
す

解
と
食
い
違
っ
た
こ
と
に
出
合
っ
て

疑
間
を
も
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し

た
刺
激
に
よ
っ
て
好
奇
心
が
目
を
覚

　辱　》
　㌧／

歌羅動
　ヤプー　’）　　σ
、　　）l　k這
一’

　　　　　　へ

ま
す
こ
と
か
ら
、
人
々
の
知
的
な
探

索
が
始
ま
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

子
供
に
学
習
意
欲
を
も
た
す
に
は
、

知
的
好
奇
心
を
か
き
た
て
る
よ
う
な

工
夫
、
環
境
づ
く
り
を
学
校
教
育
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し

ょ
う
。

自
分
で
考
え
判
断
す
る

　
次
に
、
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
学
校
教
育
で
は
、
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
学
習
し
ま
す
が
、
そ
れ
を

単
に
暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
本
当
の

学
習
の
仕
方
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
が
や
が
て
学
校
を
出
て
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
思
考
、
判
断
す
る
機

会
を
豊
富
に
授
業
に
と
り
入
れ
る
、

問
題
解
決
的
な
学
習
を
行
う
、
と
い

っ
た
配
慮
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
お
う
盛
な
知
的
好
奇
心
が
バ
ネ
と

な
っ
て
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
事
柄

を
自
分
の
や
り
方
で
学
習
し
て
い
く

　
ー
こ
う
な
れ
ば
、
学
習
す
る
こ
と

が
楽
し
く
な
り
、
知
識
も
ま
す
ま
す

豊
か
に
な
り
、
技
術
も
い
っ
そ
う
確

か
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
学
習
意
欲
を
も
ち
、
主
体
的
に
自

己
を
高
め
て
い
く
能
力
を
”
自
己
教

育
力
”
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

学
校
教
育
の
役
割
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
、
子
供
た
ち
の
自
己
教
育
力
を
伸

ば
し
て
や
る
こ
と
だ
と
言
え
ま
し
ょ

う
。

響家膜晶齢圓魏囎・自転聞

碗’、
　＼＼
　＼＼

で交差点の向こう側～

その地点で止まりまて

を変えて次に進む万r

のを待って渡ります。

　特に狭い道路の交芽

折しがちですが．動て

直進を守ってくださし

車事故から身を守る亥

まで真っす・ぐに進み＼

す。そして右に向き

向の信号が青になる

差点では＼斜めに右

ず直進→方向変換→

い。交差点での自転

ために。

い
つ
き
に
右
折
は
で
き
ま
せ
ん

　交差点を自転車で右折するとき＼どん

な曲がり万をしていますか。目動車やオ

ートバイのように交差点の中央部分を曲

がっていませんか。自転車は信号のある

交差点では＼前万の信号が青になったか

らといって＼す・ぐに右折することはでき

ません。

　右に曲がりたいときは＼前方の青信号

〆
，
／
／
今
’

●
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選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ
⑦

選
挙
運
動
の
方
法

そ
の
2

だ
れ
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

ヒ
㌧
麟

幕
間
演
説

映
画
、
芝
居
、
演
劇
等
の
鑑
賞
の

た
め
参
集
し
て
い
る
者
に
対
し
、
そ

の
幕
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
演
説

こ
れ
は
あ
く
ま
で
他
の
目
的
で
た

ま
た
ま
そ
の
場
所
に
居
あ
わ
せ
た
聴

衆
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

個
々
面
接

商
店
、
病
院
等
に
お
い
て
そ
こ
の

店
員
、
医
師
等
が
来
客
者
に
対
し
て

投
票
を
依
頼
し
た
り
、
た
ま
た
ま
街

頭
で
行
き
会
っ
た
人
や
、
バ
ス
、
電

車
の
中
等
で
出
会
っ
た
知
人
等
に
対

し
て
投
票
の
依
頼
を
す
る
行
為
。

電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

電
話
で
選
挙
人
一
人
一
人
に
投
票

を
依
頼
す
る
こ
と
は
誰
で
も
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
運
動
が
禁
止
さ
れ
る
者

●
選
挙
事
務
関
係
者
～
在
職
中
そ
の

関
係
区
域
内
に
お
い
て
選
挙
運
動
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
特
定
公
務
員
～
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
会
計
検

査
官
、
警
察
官
、
収
税
官
及
び
徴
税

吏
員
。

●
公
務
員
、
公
社
等
の
役
職
貝
～
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
、

国
鉄
等
の
役
員
は
そ
の
地
位
を
利
用

し
て
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
．

●
教
育
者
～
学
校
の
教
員
は
教
育
上

の
地
位
を
利
用
し
て
選
挙
運
動
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
成
年
者

●
選
挙
犯
罪
を
犯
し
選
挙
権
及
び
被

選
挙
権
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
者
。

0
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旨
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＄
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O
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U
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慢性型登校拒否その②

　、「お母さん、今日、ぼく学校休みたいんだ」「どうして？」

「5回目の応募でやっと（アイドルの）公開番組の整理券を

手に入れたんだよ」「よかったね。ぜひ行っておいで」「でも月

曜日だよ」「いいじゃない、法事にしておこう、法事にね」

　ある若い母親と中学生の会話です。「学校に行く」ことが、

“絶対的な価値”ではなくなりつつあるということなのでし

ょうか。かつては、そうではありませんでした。38度以上の

熱が出たとか、祖母が亡くなったとかの“特別なこと”がな

い限り、学校を休むのはいけないことだというのが一般的で

した。しかし、いまや、学校に行くこともいろいろな価値の中

の一つになってきたということなのでしょうか。

■自立心のなさが目立つ慢性型登校拒否

　慢性型の登校拒否　　幼稚園あるいは小学校低学年のころ

から、気分しだいで行ったり行かなかったりの状態が続き、

中学生（思春期）になって決定的になる　　このようなタイ

プを、急性型（優等生息切れ型）に対して慢性型と呼んでい

　
　
　
　
　
　

自
慢
ら
学
を
す
慢
た
る
親
子
自
離
て
は
自
年

　
　
力
中
フ
ま
　慢性型の登校拒否児に共通してみられる特徴は、年齢に応

じた自立心が育っていないことです。態度や話の内容で判断

する限りは普通の中学生なのですが、精神構造は幼児なみ一

母親に対しては5～6歳の子供のままです。
　子供の自立心が育っていないということは、逆に言えば、

親自身も子供に対して自立していない“証拠”といえます。

子離れができないまま、子供を甘やかし、過保護に溺愛して

育ててきたのでしょう。親は突き放した子育てができず、子

供はいつまでたっても“親の傘”から出られない　　これで

は自立心の育つ“土壌”がありません。

■年齢に応じた自立心を育てる

　「そんなにイヤなら行かなぐていいよ」と甘やかしたり、

「欲しいものは何でも買ってあげる。お願いだから学校だけ

は行って！」と、わが子に懇願するお母さん。子供のわがま

まを受け入れ続けていると　　慢性型の子供の多くは「親の

ために学校に行ってやっている」という意識をもつようにな

ります。子供にとって「学校」は、親に対する強力な“武器”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に
供
す
も
度
と
態
が
る
登
も
す
ま
に

の
心
は
し
自
子
で
た
ま
の
応
な
も
！
入
校
子
で
に
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
生
い
供
強
不
表
型
”

性
自
限
に
供
身
れ
て
い
立
齢
そ
し
つ
受
に
す
る
学
し
子
に
と
て
性
状
切
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欲
行
を
め
ま
な
中
厳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
に
ん
が
驚
な
　
。
か

　中学生にもなって、これではいけないと、ある時期親が急

に厳しい態度に出ると、家庭内暴力的な行動が起きかねませ

ん。子供にとっては、それまで何もかも受け入れてくれた親

が急に強い態度に出て、ことごとく拒絶するわけですから、

驚きと不満が一挙に爆発します。これが母親に対する暴力と

なって表れることが多いのです。

　慢性型の登校拒否児に対する“治療法”としては、年齢や

“症状”にもよりますが、わがままを受け入れてくれる環境

から切り離すのが効果的です。

　それにしましても、幼児のころから年齢に応じた自立心を

育てるように心がけることが、何よりも大切ではないでしょ
うか。

〔指導〕岩佐壽夫・前警視庁世田谷少年センター・カウンセラー
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幼
年
期
に
正
し
い
火
の
取
り
扱
い

に
対
す
る
「
し
つ
け
」
と
「
消
防
の

仕
事
」
を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

火
災
予
防
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
に
、
7
月
3
1
日
、
松
代
町
総
合

セ
ン
タ
ー
に
於
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
結
成
式
が
行
わ
れ
、
齪
名
の
園

児
（
松
代
、
室
野
、
蒲
生
、
犬
伏
）

轄
蕪

縣
讐

全
員
に
真
新
し
い
、
ハ
ッ
ピ
と
ワ
ッ

ペ
ン
が
配
ら
れ
た
。

　
式
に
は
、
上
越
地
域
消
防
事
務
組

合
の
杉
山
武
消
防
長
、
東
頸
消
防
署

の
藤
沢
豊
次
署
長
、
松
代
分
遣
所
の

青
木
正
一
所
長
、
室
岡
忠
俊
消
防
団

長
等
の
来
賓
が
列
席
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　
「
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
、
き

ょ
う
か
ら
、
し
ょ
う
ぼ
う
ク
ラ
ブ
い

ん
で
す
。
せ
ん
せ
い
や
、
お
と
う
さ

ん
、
お
か
あ
さ
ん
の
い
う
こ
と
を
、

よ
く
き
い
て
、
ひ
あ
そ
び
を
し
な
い
、

よ
い
こ
に
な
る
こ
と
を
、
ち
か
い
ま

す
」
と
大
き
な
声
で
力
強
く
誓
っ
た
。

　
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
ピ
ア
ノ
に
合

せ
て
「
僕
ら
は
な
か
よ
し
消
防
隊
の

歌
を
合
唱
し
た
。

　
最
後
に
、
ひ
あ
そ
び
を
し
な
い
、

子
供
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
（
鈴
木
主
任

保
母
さ
ん
の
音
頭
に
）
元
気
な
声
で

ハ
イ
と
い
う
返
事
が
会
場
に
響
き
わ

難

た
っ
た
。

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

新
保
美
華
　
父
和
美
　
母
幸
子

　
（
二
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

小
堺
百
合
香
　
父
正
夫
　
母
美
恵
子

　
　
　
（
長
女
・
儀
明
・
下
干
場
）

菅
井
　
勝
　
父
藤
延
　
母
八
千
代

　
　
　
（
三
男
・
苧
島
・
佐
吾
院
）

宮
澤
智
洋
　
父
新
松
　
母
睦
子

　
　
　
　
（
三
男
・
下
山
・
新
宅
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

植
木
孝
市
　
3
4
歳
　
松
代
　
桶
屋

石
田
兼
吉
　
8
4
歳
　
苧
島
　
古
屋
敷

山
岸
信
二
郎
8
2
歳
　
蒲
生
　
佐
太
郎

お
わ
び
と
一
訂
正

　
先
月
七
月
号
の
、
戸
籍
の
窓
口
で

氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
　
小
堺
　
聴
　
父
定
男
　
母
春
美

正
　
小
堺
　
聡
　
父
定
男
　
母
春
美
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地震に対する心構えば

τbきτ〃」ますか

　
地
震
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
－
　
な

ど
と
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

震
に
対
す
る
心
の
準
備
を
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
で
の
”
地
震
対
策
”
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
は
「
防

災
週
間
」
、
そ
し
て
九
月
一
日
は
「
防

災
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
ふ
だ

ん
で
き
る
家
庭
の
防
災
対
策
の
主
な

も
の
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

2
火
を
使
う
器
具
や
設
備
を
点
検
整
備
し
て

　
消
火
の
備
え
を
し
よ
う

　
火
を
使
う
器
具
や
設
備
を
点
検
整

備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
整
理
、

整
と
ん
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
な
が
ら
煮
炊
き
を

す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
同
時
に
多

数
の
火
気
を
使
わ
な
い
よ
う
に
じ
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
消
火
器
や
消
火
用
の
水
な
ど
、
火

を
消
す
た
め
に
役
立
つ
も
の
を
用
意

し
、
“
い
ざ
”
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

1
『
わ
が
家
の
防
災
会
議
』
を
開
こ
う

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
が
起
こ
っ

た
時
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
次
の
よ

う
な
こ
と
を
家
族
全
員
で
話
し
合
っ

た
り
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
先
は
ど
こ
な
の
か
、
ど
の
道

を
通
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
　
一
度
避
難
路
を
歩

い
て
確
認
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

▼
大
地
震
の
あ
と

は
、
電
話
で
の
連

絡
が
ほ
と
ん
ど
で

き
な
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

子
供
は
学
校
、
父

親
は
会
社
な
ど
と

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
い
る
と

　
ル
ご
⑳．轡

　
　
　

C

　
矯
．
〆

　
　
む

　
の　
　
の
ひ

　
〃

o1欄

き
、
ど
こ
に
行
け
ば
家
族
に
会
え
る

か
を
よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
各
人
の
分
担
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

“
い
ざ
”
と
い
う
と
き
、
す
べ
て
を
一
人

で
や
っ
て
い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
元
を
消
し

に
行
く
人
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
持

つ
人
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

窮
　　馨

部
’
物
b

k

ドハ へ

o．o
＿ヴZ

♂

い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
が
起
き
た
ら
、
す
ぐ
に
火
気

の
使
用
を
や
め
ま
す
。
で
も
万
一
火

が
出
て
し
ま
っ
た
と
き
、
被
害
を
大

き
く
し
な
い
た
め
に
初
期
消
火
が
大

切
で
す
。
消
火
器
の
使
い
方
が
分
か

ら
ず
火
を
消
せ
な
か
っ
た
な
ど
と
い

う
．
悲
劇
”
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
使

い
方
も
よ
く
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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3
倒
れ
そ
う
な
も
の
は
固
定
を

　
強
い
地
震
が
起
こ
る
と
、
か
な
り

す
わ
り
の
よ
い
家
具
で
も
倒
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
金
具
な
ど
で
し
っ

か
り
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

重
た
い
も
の
や
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
ど

が
、
家
具
の
上
や
高
い
タ
ナ
に
乗
っ

て
い
た
ら
、
な
る
べ
く
低
い
所
に
置

く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
倒
れ
る
も
の
は
、
家
具
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
。
ハ
ン
ガ
ス
の
ボ

ン
ベ
は
鎖
で
し
っ
か
り
固
定
を
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
な
ど
も
点
検
し
、

弱
い
と
こ
ろ
は
補
強
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

4
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
よ
う

　
災
害
に
備
え
て
非
常
持
ち
出
し
品

を
そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
現
金
や
貴
重
品
な
ど
▽
懐
中
電
灯
、

ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
▽
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ー
ラ
ジ
オ
▽
水
、
乾
。
ハ
ン
な
ど
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
ぬ
く
し

急
食
料
品
▽
下
着
類
、
手
拭
、
せ
っ

け
ん
、
ち
り
紙
な
ど
▽
救
急
医
薬
品

　
こ
の
ほ
か
、
各
家
庭
で
必
要
な
も

の
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
少
な
く
と
も
三
日
分
く
ら

い
の
飲
料
水
、
食
料
、
燃
料
は
い
つ

も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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短
歌山
の
家

　
　
　
　
　
　
草
野

　
郵

’
塑

和
作

子
供
ら
の
川
の
遊
び
も
禁
じ
ら
れ
プ

ー
ル
に
急
ぐ
麦
藁
帽
子

い
ま
の
子
ら
食
お
う
と
も
せ
ぬ
桑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
し
お

ち
ご
そ
の
紫
の
枝
に
萎
る
る

小
鳥
ら
の
住
家
と
な
れ
ど
わ
が
家
は

古
び
し
ま
ま
の
味
わ
い
深
し

山
深
き
わ
が
家
に
あ
ら
ば
迷
い
入
り

し
オ
ニ
ヤ
ン
マ
一
匹
テ
レ
ビ
を
ふ
さ

ぐ裏
の
窓
よ
り
分
け
入
り
来
た
る
燕
二

羽
追
い
つ
追
わ
れ
つ
糞
も
た
れ
ゆ
く

月
見
草
の
花
の
黄
色
の
悲
し
け
れ
訪

う
人
も
な
き
廃
屋
に
咲
く

し
ぶ
み
句
会

豆
腐
屋
の
か
け
い
水
音
夏
座
敷

大
花
火
峡
を
ゆ
さ
ぶ
る
雨
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

根
も
崖
に
は
り
出
し
な
だ
る
山
法
師

幕
張
っ
て
野
良
の
空
地
の
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

梅
雨
荒
れ
て
棚
田
棚
田
の
水
溢
る

隠
し
田
は
十
日
遅
れ
の
田
植
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

蝉
時
雨
溢
る
る
ば
か
り
の
中
に
住
み

夏
風
邪
の
追
い
や
り
難
く
歯
が
ゆ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ひ
ぐ
ら
し
蝟
の
哺
け
ば
日
暮
れ
の
鐘
が
鳴
る

夏
祭
露
店
の
前
の
人
だ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

浴
衣
着
の
女
四
五
人
あ
で
や
か
さ

ほ
と
と
ぎ
す

時
鳥
　
湯
の
宿
ま
で
に
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

荒
梅
雨
や
生
ま
れ
る
人
と
逝
く
人
と

夏
帽
を
被
り
て
女
若
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

禅
寺
の
老
杉
暗
し
　
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ど

山
肌
に
ひ
と
き
わ
白
き
独
活
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

草
刈
り
て
風
透
く
樹
下
に
憩
い
お
り

　
　
　
こ
ら

初
蛍
息
泳
え
居
る
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ま

ふ
ん
だ
ん
に
草
敷
く
岨
の
西
瓜
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

空
焦
が
す
音
が
あ
と
追
う
遠
花
火

空
蝉
と
遊
び
し
指
に
土
ほ
こ
り

避
暑
の
子
に
せ
が
ま
れ
て
捕
る
甲
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

初
生
り
の
瓜
椀
ぐ
老
の
面
か
が
や
き

農
衣
脱
ぎ
憩
う
湯
の
宿
星
祭

待
ち
合
わ
す
大
門
の
端
濃
あ
じ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

十
薬
を
干
す
陽
当
り
や
老
夫
婦

雷
の
音
近
づ
き
て
穂
肥
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
む

ひ
っ
そ
り
と
内
職
の
家
合
歓
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

座
を
少
し
ず
ら
し
て
昨
日
の
青
蛙

一
条
の
雷
雲
村
を
横
切
れ
り

一
瞬
の
尖
光
緑
照
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

夏
わ
ら
び
猛
る
遊
び
田
坐
す
老
婆

老
犬
の
歩
み
に
合
わ
せ
蟻
の
道

あ
め
ん
ぼ
が
跳
ね
水
蓮
が
咲
き
初
め

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

園
芸
一
ロ
メ
モ

ー
松
代
園
芸
愛
好
会
H

樹
形
の
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
ね
　
つ
ら

　
　
⑬
根
連
な
り

　
風
雪
に
吹
き
た
お
さ
れ
た
老
樹
が
、

生
き
る
た
め
に
、
そ
の
枝
を
起
こ
し

て
幹
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
の
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
そ
し
て
長
い
年
月

の
間
に
、
幹
元
に
自
根
を
生
し
、
そ

れ
ら
の
太
根
が
互
い
に
か
ら
み
あ
っ

て
癒
着
し
て
で
き
た
形
を
盆
上
に
再

現
し
た
の
が
根
連
り
で
す
。

　
　
根
張
り

　
連
な
っ
て
い
る
太
根
を
鉢
土
に
見

え
か
く
れ
さ
せ
、
立
派
な
根
張
り
に

トジョウの根連なり

纏

見
せ
ま
す
．

　
　
幹

　
倒
れ
た
幹
か
ら
で
て
い
る
各
枝
が

立
ち
あ
が
っ
て
幹
と
な
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
寄
植
の
よ
う
に
作
者
の
構

想
通
り
に
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
主
幹
の
も
と
に
は
必
ず
添
え

を
つ
け
る
よ
う
に
く
ふ
う
し
ま
す
。

　
　
枝

　
幹
が
接
近
す
る
部
分
に
は
、
寄
添

う
側
の
枝
は
つ
け
ま
せ
ん
。

　
　
樹
冠

　
各
幹
の
樹
冠
は
独
立
し
た
幹
と
見

ら
れ
る
よ
う
に
作
る
こ
と
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
子
幹
の
樹
冠
は
、
主

幹
の
枝
の
一
部
の
よ
う
に
な
っ
て
も

や
む
お
え
ま
せ
ん
。

根
連
り
に

　
　
向
く
樹
種

　
ゴ
ヨ
ウ
マ
ッ
、
エ

ゾ
マ
ツ
、
モ
ミ
ジ
、

カ
エ
デ
、
シ
ン
パ
ク
、

ス
ギ
、
サ
ツ
キ
等
で

す
。


